
草の根・人間の安全保障無償資金協力

年度 実績額 案件数
平成２５年度 約９４億円 １０１０
平成２６年度 約９７億円 ９６５
平成２７年度 約９１億円 ８５５
平成２８年度 約９３億円 ８２２
平成２９年度 約９３億円 ８９２
平成３０年度 約８８億円 ８５６

３ 実績

令和元年５月
外務省開発協力総括課

 ODAの一環として，開発途上国の現場で活動するNGOや自治体などが行う比較的
小規模（原則１０００万円以下）かつ人々の生活に根ざした事業を支援するもの。

 例年１２０カ国以上で行われ，現地の日本大使館や総領事館が直接窓口となり，
日本の顔が見える支援を展開。

１ 概要

 １９８９年に開始以来，３０年間で累計約３万件実施。

 途上国で活動するNGO，地方公共団体，教育機関，医療機関等の非営利団体。
 基礎生活分野及び人間の安全保障の観点から重要な分野が対象。具体的には学校

教室や診療所等の施設建設，機材供与等。また，日本で使われた中古消防車・
救急車の輸送支援や対人地雷関連活動の支援等も実施。

２ 対象団体・分野

草の根無償で整備した
ホンジュラスの小学校の子供たち


